
彼女とお風呂場で身体の洗いっこ 
奈緒の家は、いつも陽介にとって心を休める

場所だった。今日も部活の後、雨に降られな

がらも彼女の家に向かった。 

「陽介、今日も部活お疲れさま！」奈緒が笑

顔で言うと、陽介の心が一層軽くなった。彼

女の声には、どこか安心感がある。2人は付
き合って半年、クラスメイトとしても親しかった

が、家で過ごすこの時間だけは特別だった。 

外は雨が激しく降り、雨宿りをしながら過ごし

ていたた。濡れた身体から冷たい雨の香りが

漂い、暖かい室内が一層ありがたく感じられ

た。 

「濡れちゃったね、風邪引かないように、お風

呂に入ろうよ。」奈緒の提案に、陽介は頷い

た。風呂場に足を踏み入れると、温かな湯気

がこんこんと立ち上り、寒さを洗い流すかの

ようだった。 



「ねえ、陽介。今日は私の髪、洗って欲しい

な」奈緒の言葉に、陽介は少し照れながらも

頷いた。 

奈緒は制服のブレザーを脱ぎ始めた。ブレ

ザーを肩から滑り落とすと、彼女の細身のシ

ルエットが露わになった。奈緒の肌は、雨の

後の薄明かりの中でも透き通るように白く、

健康的な輝きを放っていた。 

次に奈緒は、制服のブラウスを脱いだ。彼女

の胸は、普通サイズながらも形が良く、ブラ

ジャーのラインがくっきりと浮かび上がる。陽

介はその美しさに見とれ、自分の心臓が早

鐘を打ち始めるのを感じた。 

「ドキドキしてる？」奈緒が小声で囁くと、陽介

は彼女の瞳を覗き込んだ。彼女の目は、優し

さと少しのいたずら心で輝いていた。 

「うん、ちょっとね。」陽介は笑って答え、奈緒

の動きに目を奪われていた。彼女がスカート

を下ろすと、その下から見えるのは、彼女の

細い腰と健康的な太もも、そして彼女のパン



ティーだった。奈緒はそれらも脱ぎ、完全に

裸体を晒す。彼女の身体は細身で、しかし曲

線美が美しく、陽介の視線は自然と彼女の胸

や腰に引き寄せられた。 

奈緒の乳首は、湯気に包まれた中でほんの

りと赤らんでいた。彼女の腰から下は、引き

締まっており、彼女のヒップラインがまるで芸

術品のように美しい。陽介は彼女の裸体を見

て、自分の興奮を抑えきれなくなった。 

陽介は自身の身体が反応しているのを感じ

た。おちんちんが硬くなり始め、心臓の鼓動

が一層速くなる。奈緒の裸体が目の前にある

だけで、彼の全身が熱くなるような感覚だっ

た。 


